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震度の予測 液状化の予測 建物被害の予測
　市域のほぼ全域にわたって震度６強以上
となり、上町断層帯の東側や、盛土された
地盤などを中心に震度７が計測されると予
測されます。

　市域にある木造建物のおよそ76%が全・
半壊し、非木造建物のおよそ 32%が全・
半壊すると予測されます。

●震度

■震度 7 
■震度 6強
■震度 6弱

● PL 値

■ 15～
■ 5～ 15
■ 0～ 5
●ため池埋立池

●全建物全壊率

■ 50％～ ■ 20～ 30％ 
■ 40～ 50％ ■ 10～ 20％
■ 30～ 40％ ■ 0～ 10％

　地震の直接的な被害に
より、多くの市民が死傷し、
約5万人の方が、避難所
生活を余儀なくされると予
測されます。

●一時避難者とは、二次災害に備えて一時的に避難する人。

吹田市被害想定（概要版）

死　者
人　数

1,364人 0.4％ 4,628人 1.3％
人口比 人　数 人口比

負傷者

罹災者
人　数

179,779人 50.4％ 52,134人 14.6％
人口比 人　数 人口比

避難所生活者

想定震源断層位置図

参考：「新編日本の活断層」（東京大学出版会）
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有馬高槻
断層帯

液状化
予測結果図

震度
予測結果図

建物被害
予測結果図

　市域南部の神崎川・安威川沿いの低地
や、盛土された地盤では砂が噴き出したり、

流動したりす
ると予測され
ます。

死者数・負傷者数の予測結果

避難者数の予測結果

人的被害
の予測

じ し ん つ な み
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大地
じ

震
し ん

による震
し ん

度
ど

分
ぶ ん
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と予
よ

想
そ う

されています。
（平成 25年 6月大阪府発表）

※漂
ひょうりゅう

流物
ぶつ

が多
おお

いと見
み

込
こ

まれる地
ち

域
いき

：特
とくてい

定重
じゅう

要
よう

港
こう

湾
わん

及
およ

び重
じゅう

要
よう

港
こう

震
しん

度
ど

6弱
じゃく

以
い

上
じょう

の地
ち

域
いき

（地
じ

震
しん

の揺
ゆ

れによる著
いちじる

しい被
ひ

害
がい

）

南
な ん か い

海トラフ地
じ

震
し ん

の地
じ

震
し ん

防
ぼ う さ い た い さ く す い し ん

災対策推進地
ち

域
い き
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当します。
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「大
おお

津
つ

波
なみ

」（3m以
い

上
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）が予
よ

想
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される地
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の
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位
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よりも高
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い海
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岸堤防がない
地
ち

域
いき

2

大阪府南海トラフ巨大地震
災害対策等検討部会
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